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地震の影響を計測し、建物の“健全性”を評価。
BCP対策や長期修繕計画を支援します。

　  被災度を即時判定。継続使用の可否や避難の判断に活用できます。

　  複数物件も一括管理。  対策実行の優先順位付けを支援します。
　  劣化・変化をいち早く発見。長期修繕等の判断材料を提供します。

カタログに掲載している社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。
本資料の内容は製品改良などのために変更することがありますのでご了承ください。



高感度センサが揺れを確実にキャッチ

今、BCP対策が求められています

建物と、そこにいる人々の「安心」のために。
BCP対策を支えるモニタリングシステムです。

建物管理に必要となる多彩な情報を“見える化”。
「何をすべきか」を判断するための材料を提供します。

建物内に設置した「感振センサ」で揺れを計測し、

自動で被災度を即時判定。お客様やスタッフの安

全を守るために、管理者が取るべき行動の“判断

材料となる一次情報”が速やかに入手できます。

BCP（事業継続計画）対策の支援や資産価値の維

持・向上などに、ぜひご活用ください。

建物の構造設計書を基に、地震発生時に建物の被災度を瞬時に解析し、

フロアごとの震度や躯体の診断結果などを“見える化”して分かりやすく表

示するほか、管理者へはメールも配信してお知らせ。建物への立ち入り

やスタッフの出勤・就業の可否、避難誘導のタイミングなど、人々の安

全や事業継続に関わる重要な判断を下すための一次情報を提供します。

建物の健全性を評価するのに適した低周波（0.1Hz ～

50Hz)・高分解能（X,Y軸：0.02Gal、Z軸：0.07Gal）で、

コストパフォーマンスにも優れた自社製のMEMS※

デバイス搭載した超高感度加速度センサです。
※MEMS：Micro Electro Mechanical Systems

地震発生時に建物の被災度を即時判定。安全確保のための“判断”を支援します

クラウドサーバの活用により、複数の建物・

拠点から収集したデータの一括表示・集中

管理も可能。遠隔地にある各建物の情報

をまとめて“見える化”できるので、打つべ

き対策の優先順位を判断する際に役立ちま

す。一般的に災害時に強いインターネット

をベースにしているため、いざという時も

安心です。

クラウド活用で複数建物を一括管理。対策実行の優先順位付けのための情報を提供します

● 導入イメージ（例）

もし大地震が発生した場合、企業活動が著しく低下

することは避けられません。しかし、当システム導入

によりいち早く建物の被災度を把握できれば、安全

確保などの適切な対策を実施することが可能とな

り、中断期間を短縮して早期の事業復旧につなげる

ことができます。

震災発生時だけでなく、平常時にも建物の固有振動数を毎

日自動計測し、耐震性能に関わるデータを収集・蓄積。揺

れによる経年劣化の中長期的な傾向を把握できるので、建

物の健全性の評価や耐震化工事の判断材料として活用する

など、資産管理の支援システムとしても貢献します。

常時観測により建物の“健全性”を評価。長期修繕計画の立案にも活用できます

電機メーカーA社の工場が被災。

想定を大きく超える被害を受け、フル稼働できるまで

に約3カ月を要しました。

● 2004年新潟県中越地震の例

部品メーカー B社の製造が停止し、部品の納入先であるメー

カーの製造も停止するなど影響が広範囲に拡大。

復旧までに約1カ月を要しました。

感振センサ

感振記録器
UPS

PoEHUB

感振センサ

感振センサ

感振センサ

地震発生後の復旧曲線比較例

※出典:内閣府防災担当「事業継続ガイドライン」
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● 2016年熊本地震の例

復旧に時間がかかるほど事業損失は拡大。取引先にも影響が…

建物外からも
閲覧可能

一次診断の画面

ルータ

建物への
立ち入り可否判断は、

わずか

10分程度※

10min

適切な備えで
早期復旧が可能

POINT

監視PC
（被災度判定） ●重要な判断を下す“指針”を約10分でより正確に提供

●自治体などによる避難所開設の判断にも有効

インターネット

当システムなら…

数日～
数週間 かかることも…

応急危険度判定士が
来るまでに、

※ただし、被災度に応じた専門家の判断が必要
　となります。

システムがないと…
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■被災度の判定は、建物表層のひび割
れ等、主に目視による判定に限られ
ます。

■柱、梁など建物構造そのものを考慮し
た被災度判定が可能。

■倒壊等、二次災害の危険性をより正確
に判断できます。
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オプション

カメラ連携 地震発生時のカメラ画像を表示、管理者へメール通知します。

サイネージ・大型ディスプレイ連携 地震発生時に震度情報や避難誘導情報を表示します。

オプションシステム構成

感振センサ

PoEハブ

感振記録器

クラウドサーバ

監視PC

サーバ接続I/F

エッジコントローラ
接続I/F

サーバ クラウドサーバ

サーバ
接続I/F

回線 Ethernet（LAN）

プロトコル FTP

エッジコントローラ 監視PC

エッジ
コントローラ
接続I/F

回線 Ethernet（LAN）

プロトコル 独自プロトコル

計測・制御機器 感振センサ、感振記録器

機能一覧

地震観測 地震発生時に、監視PCで最大加速度、計測震度等を通知するとともに、
被災度を即時判定し、建物の被災状況の一次情報を提供します。

常時微動観測 固有振動数を自動計測し監視PCに記録します。
経年劣化の中長期的な傾向把握に使用できます。

履歴管理、リプレイ表示 地震結果を監視PCの履歴に保存します。
リプレイ表示機能にて発生時の状況を再現できます。

メール通知 クラウドサーバに接続することで、地震収束時、地震結果をメールにて通知します。

クラウド連携 クラウド経由で複数個所の地震観測データ、常時微動観測データを把握できます。

動作環境

監視PC

OS	 ：	Windows	10	Pro
CPU	 ：インテル	Core	i7	推奨
メモリ	 ：16GB	推奨
HDD	 ：250GB	以上
ディスプレイ	 ：Full-HD（1920×1080ピクセル）	以上

クラウド表示端末 Internet	Explorer	11	以上	/	Google	Chrome


